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就任のご挨拶

　この度、猪股吉三前所長の後任として、所長職を拝命

致しました。一言ご挨拶を申し上げます。

　当所が時代の要請に応えるべく、新しい無機材質の創

製を目的として設立されて32年が経とうとしております。

この問、時代に先駆けた基盤的研究を意図し、無機材料

の基礎研究を主な対象として社会への貢献に努めてまい

りました・それまでの研究効率を改善するために諾先輩

が英知を結集して創案したグループ研究制度の基で、予

想以上に多くの成果を挙げて来たと考えております。そ

の結果、今日では世界的にも特異な存在感を持つ研究所

として知られるようになりました。その研究所の舵取り

を担当することになり、大きな責任を感じております。

　当所には、創立以来研究者ひとりひとりが世界的レベル

に追い付くために自己研鍍の努力を重ねて培った研究土壌

所長　木村　茂行

があります。過去十数年の研究成果を見ると、この努力は

実を結んだと思われます。深い切り込みを可能とするこの

研究土壌は重要であると認識しています。しかし研究環境

や社会環境の変化は急速です。常に時代に先駆けるには目

標を更新する努力が必要です。深さのある研究活動と時代

に対する迅速な対応。背反する二つを同時に満たすと言う

困難な仕事が従来以上に大切になってきていると思います。

　幸い、最近実施した外部評価によって、当所が今後改

革すべきいくつかの点が明確に指摘されました。その詳

しい内容は別途報告をご参照賜りたく思いますが、今後取

り組むべき研究方向や改善すべき運営方法が具体的な形で

示されています。これらには、当然ながら迅速に対応して

行きたいと思いますが、上記の「常に時代に先駆ける」努

力もこれを通して具体化できるのではないかと思います。

　問もなく行政改革に伴う集中改革期問に入ると想定さ

れます。国の研究機関をどうするか、と言う問題は重要で

すが、国の科学技術開発のあり方がどうなるのかと言う点

は、さらに重要です。この点で国に要望を出して行くこと

も、今後の重要な課題と考えているところです。このよう

な課題に明快な回答があってこそ、我々国立研究所で働く

者の寄与が効率良く行われる基盤が得られると思います。

　浅学非才ではありますが、当所が期待される貢献を十

分に果たすべく、努力は惜しまない覚悟ですので、どう

ぞご指導ご鞭捷をお願い申し上げます。
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落下塔実験による分相その場観察

第9研究グループ　土任研究官　井上　　悟

1．はじめに

　地上の重力環境下では、浮力、対流、静圧力など密度

差に起因する種々の現象が融液中に発生する。対流は拡

散イオン種の濃度分布を乱す原因であり、拡散過程に大

きな影響を及ぼす。浮力は析出した結晶や分相粒などに

浮上や沈降を起こさせるため、分相粒などの分散に偏り

が生じる。また、静圧力は、融液中の深さにより分相粒等

を押す力に差が出来てし．まうので・分相粒等の変形（扁平

化）を生じさせる。したがって、微小重力環境下において

は、分相粒は真球状となり、これらが均一に分散した分相

構造が達成されると期待される。真球状粒子の均一分散が

前提となる複合材料などの作製には理想的環境である。ま

た、学術的な分相科学の立場から考えても、重力あるいは

微小重力の環境が分相過程にいかなる影響を及ぽすかにつ

いての知見は、分相機構の理解に非常に重要な情報となる。

　微小重力環境下の実験には、落下塔（微小重力持続時

間くlO秒）、航空機（＜20秒）、弾道飛行ロケット（＜6

分）、そして、スペースシャトル（≧1週問）の主に4

種類の手段が利用される。本研究では、微小重力持続時

問4．5秒の落下塔を利用してBaO－B，Oヨ融液の分相その場

観察を実施した。

2．方法

　利用した落下塔は、岐阜県土岐市の㈱日本無重量総合

研究所の所有する施設である。落下距離約100m、制動

距離50mのもので、4．5抄間の微小重力環境を提供する。

カプセルは直径900mm、高さ2280mmのサイズで、直径

；■〔o仁■　　シークエンス
　　　　　　ブログラマー

凸　　　　□ココ
　　阯

コ：’ピユータ

o1：

ユ．5mの真空シャフト中を落下する。一口当たりの落’卜’

可能最大回数は実績で9回である。

　図1にその場観察装置のブロックダイアグラムを示し

た。試料融液は直径3mmの白金ループ（線径O．5mm）

に膜状に張った。膜厚はおよそo．5mmであった。融液膜

の形成は、白金ループに直接通電しループを赤熱した状

態で試料ガラス片を押しつけて行った。融液膜を着けた

白金ループを、白金ボビンヒータ内に設置し、試料セル

内をアルゴンガスに置換した。白金ループには、熱電対

を融着し、白金ループの温度を直接計測した。熱電対は

温度制御器に結線し、白金ループの温度で全体の温度を

制御した。試料融液膜にハロゲンランプ光を照射し、透

過光を可視光と赤外光に分光した。可視光はビデオカメ

ラに導きビデオ可視画像として記録した。撮影視野は、

150×200μmであった。赤外光はサーモグラフカメラに

導き2次元CCDにより検出した。赤外光イメージはコ

ンピュータ処理によりサーモグラフに変換し記録した。

　実験では、先ず試料を分相が発生する温度よりかなり

高い温度に加熱して融液を均質化した。均質化後、落下

待機温度（分相開始温度の直上）までゆっくり冷却しそ

のまま保持した。落下信号受信直後に電力を20％程度

カットして融液を冷却した。また、落下実験に先だって

同様の条件で模擬落下実験を実施し装置動作の確認を行

うとともに1－g下の比較実験結果とした。

赤外甘
CCDカメラ

匝　　’

昌ラ■’

榊㍗光
1　　　ルーブ

ツー
ヒーター

ピデオ
カメラ

o　o

ピデオ
　タイマー

　　　　己
　　　　　　　　　　　　⑤一（…）．．

　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　丁一　　　　　　　　　　　　　「’
　　　　　　　　　　　　　レコーダー

図ユ　観察装置のブロックダイアグラム

3．結果

　落下申の白金ループの温度は時間に対して直線的に減

少し、冷却速度は、模擬実験と同様の4．4℃／秒であっ㍍

また、加速度の値はセンサー検出限界以下のくlOLg

に保持されていた。図2に落下試験直前の赤外線画像を

示した。白金ループ内の試料融液が均一に加熱されてい

ooot　r■ot

　　℃
　1150．O

　伽［・一：1150．0
　I＿o■・■［＝　600．0

乙

図2　落下直前の試料系のサーモスグラフ
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ることがわかる。図3に、落下時および比較模擬実験時

に取得した可視画像をコンピュータにより2値化処理し

たものを示した。微小重力環境になってから約2．5秒後に

分相粒の析出が観察され、その後急激に増加していく様

子が捕らえられている。模擬落下実験の結果と比較する

と、微小重力下では分相粒の析出開始が重力下実験より

約ユ秒ほど遅れて観察され、また、分相粒の個数の増加

が非常に遅く観測された。微小重力下ではなんらかの理

由で分相粒の析出が抑制されることを示唆している。定

量的な比較研究を行うには更に種々の組成や冷却速度で

観察実験が必要であり、今後の課題である。

　本研究での分相過程その場観察は落下塔実験では世界

で初めてであり、また、比較的手軽に微小重力実験が実

施出来る落下塔でも分相析出観察が可能であることが明

らかとなったことから、今後の分相研究に新たな道を開

いたものと確信する。なお、本実験はフロンテイア共同

研究の一環として東京大学工学部牧島教授（第9研究グ

ループ客員研究官）と共同で実施したものである。

■一g

μ一g

≡侍
’如州

衿釦μ凧

■一9

μ一9
｛←〉’’

蜘μ皿

㍗

図3　落下実験中（，rg）および比較模擬実験中（ユーg〕の観察ビデオのスナップショット（2値化処理画像）

新しい初期焼結と粒成長のモデルと速度式

第3研究グループ　主任研究官　田中　英彦

1．はじめに

　粉末の焼結と粒成長は粉末成形とともにセラミック材

料の製造プロセスの中で最も重要な過程である。これら

に関しては、ユ940年代後半から大変多くの研究が行われ

た1コ。粒成長は主に金属材料で、焼結はセラミック材料

で研究が盛んであった。その過程で、サーメットや透光

性アルミナの製造など多くの成果を生みだしてきた。し

かしながら、近年の粉末精製技術、焼結ペロセスの進歩

やTEMによる原子レベルでの観察などによって、従来

の理論に多くの欠陥が見いだされた。

　初期焼結の従来理論は、多くの教科書］jに引用されて

いるが、2つの粒子が粒界を介して接し、その間にネッ

クが生成するというモデルを用いた。粒子表面の正の曲

率とネックの負の曲率が圧力あるいは化学ポテンシャル

差を生み、それが物質移動を駆動するとした。また、粒

成長では、粒界の曲率が作る圧力差を通じて粒子問に物

質移動がおこるとした。

　しかし、固体すなわち結晶の粒子を考えるとき、2粒

子問の粒界による接合部にネックの曲率を想定すること

は困難である。なぜなら、接合部はいわゆる固一固一気

相の三重点で、それらの粒界と表面は角度を持って接し

なければならないからである・また、曲率と圧力差に

Thomson－Freund1ich（Gibbs）の関係を用いるが、固体

に表面張力が働かないことからもわかるように、これを

固体に適用するのは誤りである。固体表面の曲率は固体

内の原子に化学ポテンシャル差を作ることはない。従来
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理論は基本的な誤りを含むことがわかった。

　そこ二で、初期の焼結と粒成長に関して、新しいモデル

と！〕、物質移動の自由エネルギー理論ヨ〕および拡散経路の

定謝を用いて、新しい速度式を導いた。これによって

従来理論では充分説明できなかった粒界エネルギーや粒耕

比の役割を定量的に検討できるようになったので紹介する。

2．新しい初期の焼結と粒成長のモデル

　初期の焼結と粒成長の新しいモデルを図！の様に提案

したい2〕。モデルは、粒径の異なった2つの粒子が粒界

を介して接しているとする。系が高温に熱せられると、

2粒子は接合し、同時に、粒径に差があるなら小さい粒

子は収縮していく。そこで、焼縞は各々の粒子の体積が

一定に保たれ、粒界が拡張する過程（図1（a））であり、

粒成長は粒界が一定に保たれ、小粒子から大粒子に物質

が移動する過程（図ユ（b））と考える。2つの過程は同

時におこり、いずれも表面と粒界エネルギーの和を減少

させる。焼縞速度は（ユパ。）（一d1／dt）＝1ユ／（r．1＋r。！）1

（dx、十dx、）ノdt）で、粒成長速度は（1／r。、．。、）（dr。互，。、ノdt）

である。各パラメーターは図ユを参照してほしい。

3．物質移動の富由エネルギー理論

　系が過剰なエネルギー△Gを持ち、十分に拡散が活性

化されると、系は△Gを減少させる方向に物質移動を起

こす。つまり、物質移動遼度は、活性化項の拡散係数D、

駆動エネルギー△Gと拡散経路の項（a，／λ工）に比例す

る。猪股による物質移動速度、および拡散経路の定義は

次式である茗’川。

（a）

卜・正（青）l！一…（律）ト・苗（素）評

、∴（余）伽

げ）∫一dv

（ユ）

（2）

ここで、a、、a、、．（X）とλ、は系の有効拡散面積、小体積（lV

の平均断面積と有’効拡散距離である。図2に体積拡散を

想定した拡散経路を粒子ユについて示す。

4．焼結と粒成長の駆動エネルギー

　図ユの2球粒子の表面エネルギー（ε，）と粒界ユネル

ギー（ε里、）総和は、

ε彗，圭＝1εヨ（S、十Sヨ）十2ε里、S貝、トε昔1S，十S、十2αS珪、1（3）

である。αは粒界エネルギーと表面エネルギーの比で、

ε彗、昔はX、．、の関数である。初期に点接触していた2球

（X、、F1，S宮右＝O）が焼結してX，．，が減少すると、ε柑ヨは

下に凸の曲線を描き、X，十X宣＝2αで極小εヨ、、，、。、、、になる。

このとき系は疑平衡状態に達し、系のエネルギーは極小

にな乱現在の状態と疑平衡の状態の総エネルギーの差

　△G　雌ε　一ε　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）

が系の保有する過剰な自由エネルギーで、これが焼結を

駆動する。

　一方、粒成長では、系全体と注目する粒子聞の表面・

粒界エネルギーの養が過剰なエネルギー△Gで、これ

によって粒成長が駆動される。各粒子についてモル当た

りで比較して、△Gは次の様になる。

・吋令汽㌣L（㌻千）1・

・［青㍍守・（青芹）ト

（5）

V、、はモル容積、V、、，は含有率である。

（b）

図1　2球粒子による（a）焼繍と（b）粒成長モデル。

　　接合する径の異なる2つの球粒子（太線）は、焼結して

　　粒子聞隔を繍め、粒成長して大（小）粒子は成長（収縮）

　　する（細線）。r。，，。、：初期の完全な球の半径、r、．、：半径、

　　Xヨ．呈：球の申心と粒界との顕離、S宣、：粒界の面穫・S，．、：

　　球1，2の表面積、ε苦．筥。：表・粒界エネルギー、R。＝r。，／r。、

　　　（粒径比）、R，．、㍉、一呈／r。、．。、、X、．，三x，．、／r，，、、口＝ε、、／ε里（粒

　　界と表面エネルギー比）

rOl

　　　、、

dv“

一一a（X）

　　　Il

　　　〃
　　　’’

x　dx

ふ（・）
a（X1）

　　rl　　　X1

図2　粒子ユの拡散経路
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5．焼結と粒成長速度式

　焼結では、粒界が太る榊責S埋，、dxが物質移動量dvであり、

粒子の榊責は一定に保たれる。粒成長では、2x4πr葦1dr。、が

物質移動量でS埋、は一定である（図1）。これらと（工）一

（5）式から、焼緕と粒成長の新しい速度式は各々（6）、（7）

式のようになる。

六昔一（背憎（1岩1）音蛉1嵩…）

冷一（ε絆怜（・」切・1・刈）

去守一（ε洲ふ！（・1ル（…／

！（・，・地）rユ十、書）H、（1若書）1

lR〒（1＋X，）十R…R…（ユ十X、）十αR〒（ユーX言）…

　　　　・去剛2（1・X］）・α（！一剛

　　　　一去剛2（1・・宣）斗α（1一・；）l1

畿（・1・地）一（1柵）［（ユ｛i）…1・（ト・1）…

十6X葦（1－X言）1ρ十6X］arcsinX1令3πXヨl

　R書R…
十　　　　　　14（ユーX董）3”十6X…（ユーX姜）ヨ”
　（ユーX…）コ”

十6X宣arcsinX2＋3πX21コ’ヨ

（6）

（7）

（3）一（7）式の詳しい導き方は文献皇・一〕を参照していただき

たい。

　以上の式から、粒径比R。（＝r。宣ノr。、）と界面のエネルギー

緩和率α（鶉ε且、／ε、）をパラメーターにして、焼結と粒

里

董
o
・姜一05

む

図3　焼結速度と粒成長速度の計算例

　　（目）粒径上ヒR。＝0．5とし、表繭エネルギーに対する粒界エネ

　　ルギーの上ヒをα変化させたときの焼緒速度。

　　（b）α＝O．5とし、R、，を変化させたときの粒成長速度。焼

　　結と粒成長速度は8＝ε♪言V冊／貫Tr二1で規格他した。

成長遠度を計算した。図3にその例をプロットした。R、、

が小さいと粒径差が大きい。2αが小さいと粒界エネル

ギーが小さく、表面エネルギーはより多く粒界形成で緩

和されることが分かった。また、焼縞と粒成長は同時に

起こる過程であるが、それらの速度はまったく逆の傾向

を示すことも分かった。即ち、焼結のごく初期では焼結

洲憂先し、焼結が進むと粒成長がより早くなる。粒径に差

があると粒成長は早く焼結は遅い。さらに、粒界エネルギー

柳」・さくなると焼結が促進され、粒成長が抑制される。

6．まとめ

　物質移動に関する自由エネルギー理論は、系に過剰な

禽由エネルギーがあると、物質移動はそれを緩和する方

向に進むという合理的な考えを定式化したものである。

これを新しい初期焼結モデルに適用し、それらの速度式

を導出した。数式がやや煩雑になったが、速度式から焼

結に及ぼす粒界の接合程度、粒径や粒界エネルギーの効

果を定量的に議論できた。これらの速度式は実際の焼結

と粒成長現象をよく説明するばかりでなく、粉末の粒度

や焼結助剤の効果などを予測することもできる。SiC粉

末の焼結を例にあげると、このような共有物質の粒界で

はエネルギーの緩和が小さく（α一1）、焼結しない。

従って、焼結助剤が必要だが、助剤は粒界エネルギーを

小さくして、粒成長を抑え、焼結を促進していると判断

することができる。

　ここに紹介した物質移動の自由エネルギー理論は固体

の関与する多くの拡散現象に適用可能であり、新しい概

念を切り開くものと考える。
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薄片状酸化チタンおよびその集合体である多孔体とそれ

らの製造方法

発明者

佐々木高義（第8研究グループ主任研究官）
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出願番号　特願平

出願日

公開番号　特開平

公開日

　酸化チタンは化学的に安定で人体に無害であること、

隠蔽力、着色性、紫外線遮蔽性に優れていること、高い

光触媒作用を示すことなどの有用な性質を示すことから、

顔料、化粧品、環境浄化材など多岐にわたる用途がある。

このような特性を用途に合わせて最適化したり、新たな

機能性を発現させることを目的として、粉末粒子のサイ

ズおよび形状をコントロールする研究が行なわれてきた。

しかし特に形態の制御は困難であるため、工業生産され

（a）

ている酸化チタン粉末の大部分は球状粒子であり、本発

明のような薄片状のものはほとんど知られていなかった。

　本発明では層状物質を化学的に剥離という特異なプロ

セスを利用してナノメーターレベルの非常に薄い薄片状

の形態を有する酸化チタンを提供するものである。出発

物質に層状チタン酸（ユμm角の微板状結晶集合体）を

用い、これを嵩高いアミン水溶液中で振盤してゾル溶液

化する。この現象は微視的には層状結晶が膨潤し、つい

には結晶構造の最小基本単位である層1枚1枚にまで剥

離し、水中に分散したことに対応する。次にゾル溶液を

凍結乾燥してゲル化し、さらに400℃以上に加熱するこ

とによって酸化チタンに結晶化させる。最終生成物は綿

状の外観を呈し、厚み20－30㎜1、横幅1μm前後の薄片

が絡まりあった微細構造を示す（図1参照）。

　本素材は薄片状の形態を反映して、球状粒子からなる

酸化チタンでは得られない優れた塗布性、展延性を示す

ため化粧品、顔料としての利用が有望視されている。ま

た剥離により微細化された結果としてユOO㎡g■1に達する

比表面積を有するので触媒としての展開も期待される。

（b）

　1μm
図ユ　薄片状酸化チタンの走査型電子顕微鏡像

　　　（目）全体像、（b）薄片の端面

200nm

共同研究棟の紹介

共同研究棟建設分科会主査　石井　紀彦

　本研究棟は、国内外の研究機関との共同研究を積極的

に進め、より高度な無機材質研究を効率的に推進するた

めに必要な研究環境を整備することを主たる目的として、

平成7～9年度の3年問をかけて建設された。搭屋の付

いた地上4階、地下ユ階の建物で、延べ面積は約5600平

方米である。建設位置は中期的な展望に基づく建設計画

にそって決められたものであり、既設の研究本館、先端

機能性材料研究センター棟、超微細特殊実験棟とは、研

究棟間の人の移動、機材の運搬等に配慮して連絡通路で

結ばれている。

　研究業務に使用されるスペースは地上ユ階から4階の

部分である。ユ階には大型実験装置を設置するための天

井クレーン等を備えた4ユニットの大型実験室と、全体

で12ユニット分の一般実験室、共通化学実験室等があり、

今後導入が予定されている共同研究のための各種実験装

置等が設置される。2階及び3階には、居室仕様の研究
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室があり、当所の研究グループ、ステーション及びセン

ター等の研究室として利用されるほか、研究者の交流、

討論等のためのゼミ室、リフレッシュホール等がある。

研究室は居住性を考慮するとともに、スペースを有効に

利用できるように、壁面収納庫、パーテイション等の設

備を備えている。また、2階は連絡通路により研究本館

等と結ばれる部分となっている。4階は研究集会等を開

催するための設備を備えた約300平方メートルの会議室

（ゼミ室（大））のほか、ゼミ室（小）、共同研究のため

の研究室等があり、国内外の研究機関との研究交流、情

報交換等に利用される。また、ゼミ室（大）の入口には、

約3ユニットのホワイエがあり、各種展示等にも利用で

きるようになっている。

　当所では昭和47年につくばに移転以来、研究の進展に

伴い、研究目的に対応した実験装置を設置するための比

較的小規模な研究棟を増設してきたが、敷地内に小規模

な特殊研究棟が散在することになり、また、一部の建物

は老朽化する等、今後の研究体制に十分対応できなく

なってきていた。本研究棟の建設が、このような問題点

を改善し、研究者の流動化による共同研究の推進に役立

っことを期待したい。

受賞コーナー

　　　　　日本高圧力学会奨励賞

「立方晶BNと立方晶B－C－Nの超畳圧合成に関する研究」

第8研究グループ研究員　中野　智志

　ダイヤモンドや立方晶BN（cBN）に関する研究は、

これまで超高圧を用いた物質合成研究において、大きな

一分野をなしてきた。現在、それらの高機能化を実現す

る反応の探索や、それらに代わる次世代超硬質材料の合

成への展開が要請されている。私達は、これを実現する

ために超高圧発生装置の開発を不断に進めつつ、新たな

cBN合成反応や新規ダイヤモンド類似物質の合成に関す

る研究を行ってきた。

　該当研究の一つ目の柱であるcBNの研究では、高温

高圧下における金属ホウ窒化物の酸化・分解反応により

cBNを合成し得ることを見出した。この合成法によれば、

同じ金属ホウ窒化物を溶媒に用いた従来の方法に比べ、

合成圧力が約1GPa低減できることが分かった。また、

新規ダイヤモンド類似物質の研究では、ダイヤモンドと

cBNとのハイブリッド化合物である立方晶B－C－Nの合

成に成功した。その反応過程に関する研究からは、超高

圧下での新規物質合成に関する様々な示唆を得た。以下、

その立方晶B－C－Nの合成について具体的に記述する。

　黒鉛と六方晶BNのハイブリッドである黒鉛状BC．N

は、近年合成された新規化合物である。本研究では、こ

れを7．7GPa，2150－2300℃の高温高圧条件で構造相転移

させ、ダイヤモンド状立方晶相を得ることを試みた。得

られた生成物の粉末X線回折図形は、立方晶相の生成を

示していた。生成物は直径20－30nmの微細結晶の凝集体

（図ユ）であったため、照射電子線をユnm以下に絞る

ことが可能な高分解能分析電子顕微鏡を用い、単結晶単

位の分析を行った。結晶の電子線回折図形、高分解能格

子像、さらにその結晶から得られる電子線エネルギー損

失分光（EELS）スペクトルを調べた結果、ダイヤモン

ド、cBNとともに立方晶B－C－Nの結晶が確認された（図

2）。さらに、EELSスペクトルから推定された組成と、

X線回折図形のプロファイル・フィッテイングによる格子

定数から、その結晶は立方晶BC，Nであることが示された。

　また、立方晶BC，Nは、熱力学的には本実験条件にお

ける安定相ではなく、黒鉛状BC，Nからダイヤモンドと

擬111ξ一

■100n㎜
図ユ　生成した立方晶相の走査型電子顕微鏡写真

σ＊B

C
○幸

200　　　　250　　　　300　　　　350　　　　400　　　　450

　　　　　　Energy1oss（eV）

　図2　立方晶B－C－NのEELSスペクトル
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cBNへの転移反応において、拡散速度の遅い条件で得ら

れる過度生成相であることも明らかとなった。これは、

立方晶BC王Nが7．7GPa，2400℃で、ダイヤモンドとcBN

に顕著に二相分離したことにより示された。このことは、

熱力学的安定性や反応経路の考察に立脚して出発試料を

合成し、高温高圧反応に供することで、種々の新規化合

物を合成し得る可能性を示唆している。

　なお末筆ながら、本研究成果は、物質合成、超高圧発

生技術、X線解析、電子顕微鏡観察など、各分野で最先

端の位置におられる当所研究者の方々との共同研究で得

られたものであり、このような環境に恵まれたことと併

せ、報告とお礼を申し上げたい。

人事異動

山本　昭二（第2研究グループ主任研究官）

　管理部企画課の併任を解除

井上　　悟（第9研究グループ主任研究官）

　管理部企画課に併任

　　　　　　　　　　　　　　（平成ユO年2月ユ日付）

猪股　吉三（無機材質研究所長）

　辞職

木村　茂行（総括無機材質研究官）

　無機材質研究所長に昇任

　第ユ2研究グループ総合研究官の併任を解除

加茂　睦和（特別研究官）

　総括無機材質研究官に昇任

　第12研究グループ総合研究官に併任

　　　　　　　　　　　　　　（平成ユ0年2月ユ7日付）

視察

2月ユ2日（木）に谷垣大臣が当研究所を視察（右写真）

された。

研究会

年月日 研究会名 題　　　　目

1O．ユ．ユ4
第ユ7回微細構造 先端材料における相変態と構
研究会 造解析について

ユO．2．10
第5回ソフト化 リチウムイオン電池用電極材
学研究会 料等の動向について

lO．2．13
第ユ2回焼結研究 固体イオニクス材料の熱力学
会 的研究について

年月日 研究会名 題　　　　目

第4回マルチコ フッ’索含有型高温超伝導体の
ユO．2．ユ2 ア構造解析コア 高分解能電顕法による研究に

研究会 ついて

1O．2．16
第ユ4回生体活性 電子セラミックスの計測評価
材料研究会 について
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